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木のおもちゃ
兵庫・越智　玲音
　私には十一歳離れた弟がいる。私が小学五年生の時の夏に産まれた。それはそれは可愛くてしかたがなかった。ミルクを飲ませるのもおむつをとり替えるのも自分がしたいと思ったことは母にお願いし、病院に少しでも長く居ようと必死で理由を考え、父にせがんだ。いよいよ母と弟が退院する日。父と母が弟に一つの木のおもちゃをプレゼントした。馬の形で足にはタイヤがついている。いかにも「手作り」と言う感じだった。木製とは思えないくらいツルツル、ピカピカしていて赤ちゃんがくわえても大丈夫な作りだった。今思えば父と母が初めて弟にあげたおもちゃだったと思う。見た目もすごくかわいらしかったそのおもちゃの事を母に聞いた。
　「こんなの、どこで買ったの？」

　「これね、刑務所にいる人が作ったの。そう言うものを売ってる所があってね。」

　信じられなかった。刑務所で犯罪を犯した人達が、こんな可愛いものを作っているのは、アニメの世界だけだと思っていたからだ。当時の私はまだ信じられないの一言で終わっていた。

　弟も首がしっかりしてきて、周りの物に興味を持ち始めると、その木のおもちゃでよく遊ぶようになった。いくら弟がしゃぶっても投げたとしても壊れたり、パーツが取れたりすることはなかった。ある日、改めてそのおもちゃを手に持つと、じんわりと温かさを感じた。そして受刑者の人達が、これを作っている光景が頭の中のスクリーンに映し出された。決して自分の目で見たわけではない。しかし作っている手は優しく子供を抱く時のように柔らかかった。きっと私の頭の中に映った映像のように実際も作られているのだろう。そんな事を思ったのは覚えているが、弟は大きくなるにつれてヒーローものにはまり、私も家族も木のおもちゃのことなんて気にならず、頭の中からカメラのピントがずれるようにぼやけ、薄れていった。
　あれから三年くらい経った頃、あるニュースを見た。「受刑者がおもちゃ作りで社会復帰」という見出しだった。その瞬間、私はあのおもちゃの事を思い出した。

　「おもちゃ作りで社会復帰なんか馬鹿げてる。」と思う人もいるかもしれないけれどこの取り組みは注目するべき事だと思う。そう感じた私は吸いこまれているようにニュースを見ていた。

　この取り組みは、つい最近始められたそうだ。罪を犯して受刑者となった人々がいつ社会復帰してもいいように考えられたのが「子供の遊ぶ木工おもちゃを作る」というものだった。子供はとてもデリケートである。そんな子供達が楽しく、安全に遊ぶことのできるためには作る側の気遣い、こだわり、思いやりが必要だということが決め手になり、くわえても安心で手間のかかる「木材」を使った取り組みになったそうだ。この取り組みは受刑者にとって、社会復帰への大切なステップとなり、おもちゃが売れることで受け入れられたと感じ、励みに思う受刑者が多かったそうだ。ちょっとした感謝の言葉が大きく人の心を動かすのだと改めて実感した。これからもこんな明るい取り組みが強く、大きく広がって欲しいと思っている。さらにそんな取り組みを支えるのは私達自身だ。今では、ある大学の生徒が、おもちゃのデザインをしていると知り、そう感じた。支え合うことで未来が明るくなる。そんな意味を秘めた取り組みだと強く感じた。

　階段をかけ上がり、部屋に入る。古いおもちゃ箱をかき分けて木のおもちゃを見つけた。長い間クローゼットの奥で泣いていたかのようにどす黒く変色して、タイヤは少しも動かなかった。

　この世の中へ無事に社会復帰したとしても犯罪者扱いされている人がまだまだいると思う。冷たい視線、鋭い針のような態度。間違っている。社会復帰したということは受刑者だったという過去と向き合い、それでもまた世に出て働きたいという勇ましい思いがあったことで行き着いたその人の居場所だ。そんな居場所を、壊してはいけない。社会で働くことやつながる事、楽しむことの素晴らしさを伝える事、それが今とこれからに必要な私達の一つの義務だと感じている。
　そして、今私に出来る事。それは「感謝の気持ちをなるべく多く口に出す事」だ。なかなか素直に「ありがとう」を言うのは難しい。だからこそ、言われたら嬉しい。言った方も嬉しいと感じるはずだ。言われた側と言った側の気持ちが重なり合う事が社会を明るくするための第一歩だと思う。その一言で人は誰でも思わず笑顔になってしまうからだ。

　変わってしまったのは見た目だけ。木のおもちゃの温かさは三年前のあの日と全く変わっていなかった。
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